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民間団体・企業等との包括連携協定

民間企業との包括連携協定
シーニックバイウェイ北海道は、競争力のある美しく個性的な北海道を実現してい

くことを目的として、民間団体・企業等と、北海道固有の景観、自然、歴史、文化、
レクレーション資源等地域資源を最大限活用し、双方の資源を有効活用した効果的連
携活動として、連携に関する包括協定制度を平成２４年度より開始しました。

平成２４年１２月１日 Follow Me Japan Pte.Ltd.、(株)トヨタレンタリース札幌、北海道コカ・ コーラボトリング(株)、
札幌グランドホテルとの包括連携協定が締結される。

平成２５年６月２４日 (株)デンソーセールス北海道支社、鶴雅グループ(株)阿寒グランドホテルとの包括連携協定が締結さ
れる。

平成２９年１０月２４日 (株)北海道日本ハムファイターズとの包括連携協定が締結される。
平成３０年１１月５日 (一社)北海道信用金庫協会、北海道地区「道の駅」連絡会、(株)知床グランドホテルとの包括連携協

定が締結される。
令和３年７月１５日 クリプトン・フューチャー・メディア(株)との包括連携協定が締結される。
令和５年３月１３日 (特非)北海道遺産協議会との包括連携協定が締結される。
令和５年１２月１２日 SOMPOひまわり生命保険(株)、北海道エネルギー(株)との包括連携協定が締結される。
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平成25年6月24日、協定締結

平成24年12月1日、協定締結

(株)トヨタレンタリース札幌 札幌グランドホテルFollow Me Japan Pte.Ltd. 北海道コカ・コーラボトリング(株)

(株)デンソーセールス北海道支社 鶴雅グループ(株)阿寒グランドホテル

民間団体・企業等との包括連携協定

平成29年10月24日、協定締結

(株)北海道日本ハムファイターズ

◇トヨタレンタカー店舗での景観パネルの展示
◇HPにおけるシーニックバイウェイ各ルートの紹介
◇シーニックドライブマップ・情報誌への企業広告

◇道路協力団体制度を活用した、寄付型自動
販売機の設置

◇ルート主催のスタンプラリーへの商品提供

◇館内でのパンフレット配布及びパネル展示
（季節に合わせて年4回程度、展示変更/通年）

◇道の駅と連携し、賛同いただいた道の駅において限定コラボグッズの販売
◇地域活動へのマスコットキャラクター『B・B』の派遣
◇エスコンフィールドHOKKAIDOでのシーニックバイウェイパネル展

◇鶴雅グループ企業のパン・デ・パンでの『釧路湿原・
阿寒・摩周シーニックバイウェイ』の情報を発信

◇シーニックルートを巡るドライブツアー企画
◇シーニックルートを巡るサイクリングツアー企画
◇シンガポール旅行商談フェアでのPR

◇シーニックバイウェイ北海道広報ツールへのマップコード・
マップQRの提供
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令和5年3月13日、協定締結

平成30年11月5日、協定締結

北海道地区「道の駅」連絡会(一社)北海道信用金庫協会 (株)知床グランドホテル

(特非)北海道遺産協議会

民間団体・企業等との包括連携協定

令和5年12月12日、協定締結

令和3年7月15日、協定締結

クリプトン・フューチャー
・メディア(株)

SOMPOひまわり生命保険(株)
北海道エネルギー(株)

◇道の駅スタンプラリーとの連携、シーニックバイウェイ
北海道及びシーニックバイウェイ「秀逸な道」の紹介

◇グループホテルのロビーやシーニックカフェ
(PeterBeierShiretoko)での情報発信
◇国道334号沿い景観づくりの支援（雪かき・植栽
ボランティア）

◇北海道全１７９市町村公認の地域
密着メディア「Domingo」のＨＰやスマホ
アプリから継続的な情報発信を実施

◇パネル展におけるシーニックバイウェイの展示やパンフレット配布
◇天塩川シーニックバイウェイとの連携による「武四郎まつり」(三重
県松阪市)への出展

◇Twitterフォロー＆投稿キャンペーンの連携。シーニックバイウェイ
「秀逸な道」、シーニックカフェ・デッキの写真投稿でエントリー
◇サービスステーションに設置されているデジタルサイネージでシー
ニックバイウェイ「秀逸な道」動画を配信

◇シーニックバイウェイ北海道景観保全活動（千歳ウエルカム
花ロード）への人的支援

◇「TEPPENｰRIDE2019」への協賛
（サイクルツーリズム）
◇スイス・モビリティとDMO調査研究支援
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民間団体・企業等との包括連携協定

関係書類の提出

※12/9
推進協議会

包括連携協定調印式の開催

不備若しくは
疑義有り

妥当ではないと判断さ
れた場合、通知

推進協議会における
提案内容の審議

アドバイザー会議からの意見徴収

▼民間団体・企業等との包括連携協定締結までの流れ
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 シーニックバイウェイ北海道は、景観・シーンの形容詞「シーニック」と、わき道・より道を意味する「バイウェイ」を組み合わせ
た言葉で、地域に暮らす人が主体となり、企業や行政と協力し、美しい景観づくり、活力ある地域づくり、観光空間づく
りを推進している。

 大和ハウスグループは、「人・街・暮らしの価値共創グループ」として、心豊かに生きる社会の実現を目指している。大和
リース株式会社 北海道支店は、「CSV(Creating Shared Value)」、「公の精神」に基づき、社会のさまざまな問
題や課題を共有し、事業を通じてこれからの社会が必要とする商品やサービスを創造し提供している。

提案内容

○大和リース株式会社 北海道支店が開発･運営する商業施設でのPR活動
・催事、イベントスペースを提供し、シーニックバイウェイ北海道のパネル展を開催
・商業施設内のデジタルサイネージにシーニックバイウェイ北海道の動画や画像を投影し、

PR活動に協力

今回の協定の概要

大和リース株式会社 北海道支店

• 景観・観光空間づくりや地域づくりの活動支援
• 広報・PR等における会場提供
• 「認定NPO法人まちづくりスポット恵み野」と

協働した地域課題の解決

シーニックバイウェイ北海道

• 北海道の景観、自然、歴史、文化等の地域資源
を活用した取り組み

• 地域の住民、NPO、企業、行政等の多様な主体
が一体となった推進体制

• 全国的なネットワーク（日本風景街道）等

包括連携協定に基づくより一層の連携した取り組みにより、北海道の地域の未来に貢献

地域資源を活かした取り組み 多様な主体の連携による取り組み
防災イベントの
連携・会場提供

シーニックナイトの
会場提供・活動参加

活動拠点の
設置・情報発信

包括的連携と協力に関する協定の審議 （大和リース株式会社 北海道支店）
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包括的連携と協力に関する協定の審議 （大和リース株式会社 北海道支店）
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令和６年１２月９日 

シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 

 

民間企業等との包括連携協定締結について（案） 

 

 

シーニックバイウェイ北海道推進の基本方針に基づき、シーニックバイウェ

イ北海道と民間企業等との効果的連携活動に関する提案を募集したところ、下

記１社より提案書を受領した。 

提案民間団体・企業及び提案内容について、ルート運営代表者会議又は指定

された支援組織の推薦及びアドバイザー会議の推奨を受けたことから、ここに

包括連携協定を締結するものである。 

 

 

 

【提案民間団体・企業名】: 大和リース株式会社 北海道支店 

提案内容：○大和リース株式会社 北海道支店が開発･運営する

商業施設での PR 活動 

・催事、イベントスペースを提供し、 

シーニックバイウェイ北海道のパネル展を開催 

・商業施設内のデジタルサイネージにシーニック 

バイウェイ北海道の動画や画像を投影し、 

PR 活動に協力 
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